
 
 

病院の沿革 
 

年月 内容 

1945 年 9 月 日本医療団愛媛病院として発足 松山市北持田町に開設  

1947 年 1 月 松山市三番町に移転   

1948 年 6 月 日本医療団より県に移管、県立愛媛病院 

8 診療科(内科、小児科、外科、眼科、産婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚泌尿器科、歯科)、病床数 120 床、全 8 科 
  

1956 年 4 月 県立中央病院に改称   

1956 年 10 月 公営企業局発足、地方公営企業法全部適用   

1957 年 4 月 精神科開設、全 9 科、病床数 224 床(一般 133、結核 91)  

1958 年 4 月 放射線科開設、全 10 科、病床数 320 床(一般 241、結核 79)  

1958 年 8 月 整形外科開設、全 11 科、病床数 320 床(一般 241、結核 79)  

1959 年度 病床変更、病床数 320 床(一般 281、結核 39)  

1960 年 5 月 人間ドック開設   

1964 年 1 月 未熟児センター開設、病床数 365 床(一般 326、結核 39)  

1967 年 10 月 小児科増床、病床数 400 床(一般 361、結核 39)  

1968 年度 皮膚科・泌尿器科分科、呼吸器科開設、全 13 科  

1972 年度 麻酔科開設  

1973 年 3 月 愛媛大学医学部関連教育病院指定   

1974 年 10 月 松山市春日町に新病院完成、移転 

消化器科、循環器科、脳神経外科、理学療法科開設、全 18 科、病床数 600 床(一般 561、結核 39) 
 

1974 年 12 月 救急告示病院指定    

1978 年 3 月 臨床研修病院指定   

1978 年度 形成外科開設  

1979 年 8 月 東洋医学研究所開設   

1981 年 4 月 救命救急センター開設、病床数 780 床(一般 741、結核 39)  

1983 年 4 月 心臓血管外科開設、全 20 科  

1990 年 12 月 周産期センター開設、病床数 854 床(一般 815、結核 39)  

1991 年 1 月 呼吸器外科、小児外科開設、全 22 科、病床数 854 床(一般 815、結核 39)  

1996 年 4 月 エイズ基幹診療協力病院指定  

1997 年 2 月 災害基幹拠点病院指定  

1999 年度 神経内科、アレルギー科開設(顎顔面外科と総合診療科を院内標榜)、全 24 科  

1999 年 4 月 第二種感染症指定医療機関指定(感染症病床 3)  

2000 年 8 月 新生児部門増床、病床数 864 床(一般 825､結核 36､感染症 3)  

2003 年 4 月 ガンマナイフ導入   

2004 年 3 月 総合周産期母子医療センター指定   

2005 年 10 月 オーダリングシステム導入、新生児ドクターカー配備   

2006 年 1 月 愛媛 PET-CT センター完成   

2006 年 10 月 電子カルテシステム導入   

2007 年 1 月 地域がん診療連携拠点病院指定   

2008 年 8 月 腎糖尿病センター開設、BFH(赤ちゃんにやさしい病院)に認定   

2008 年 12 月 消化器病センター開設   

2009 年 4 月 がん治療センター開設  

2010 年 4 月 救命救急センターにドクターカー配備 

脳卒中センター、循環器病センター、総合診療センター、災害医療センター、臨床研修センター開設、 

健康診断センター名称変更、病床数 835 床(一般 825､結核 7､感染症 3)(結核 29 床休床)  

2010 年 6 月 新本院(1 号館)新築工事着工 

2010 年 10 月 地域医療支援病院承認 



 
 

年月 内容 

2012 年 4 月 DPC 対象病院 

 

2013 年 4 月 小児医療センター開設 

2013 年 5 月 新本院(1 号館)に移転 

高度救命救急センター指定 

全 32 科(内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、神経内科、 

漢方内科、新生児内科、ペインクリニック内科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺・内分泌外科、

小児外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、 

耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、救急科、麻酔科、歯科) 

病床数 827 床(一般 824、感染症 3) 

2014 年 4 月 病理診断科開設、全 33 科 

2014 年 12 月 新病院グランドオープン  

2015 年 4 月 公益財団法人日本医療機能評価機構 病院機能評価(一般病院 2 3rdG：Ver.1.0)認定  

2015 年 8 月 造血幹細胞移植推進拠点病院指定  

2016 年 4 月 DPCⅡ群病院認定 

救急輪番制の変更(二次救急輪番病院及び三次救急から二次救急輪番病院の支援及び三次救急へ) 
 

2016 年 10 月 入院サポートセンター開設  

2016 年 12 月 四国 4 県県立中央病院災害時協定締結  

2017 年 2 月 原子力災害拠点病院指定 

ドクターヘリ運航開始 
 

2017 年 4 月 公益財団法人日本医療機能評価機構 救急医療機能評価認定  

2017 年 12 月 国際規格「ISO15189」(臨床検査室)認定  

2018 年 4 月 DPC 特定病院群認定  

2020 年 1 月 がんゲノム医療連携病院指定  

2020 年 3 月 手術室増設  

2020 年 4 月 公益財団法人日本医療機能評価機構 病院機能評価(一般病院 2 3rdG：Ver2.0)認定(更新) 

NPO 法人卒後臨床研修評価機構 臨床研修評価認定 

DPC 特定病院群認定 

 

2021 年 4 月 感染症内科開設、全 34 科  

2022 年 4 月 NPO 法人卒後臨床研修評価機構 臨床研修評価認定(更新) 

DPC 特定病院群認定 
 

2022 年 6 月 脊椎脊髄センター開設  

2023 年 8 月 紹介受診重点医療機関指定  

2024 年 6 月 DPC 特定病院群認定  

2025 年 4 月 公益財団法人日本医療機能評価機構 病院機能評価(一般病院 2 3rdG：Ver3.0)認定(更新)  

2026 年 6 月 DPC 特定病院群認定  

 



 
 

病院の概要 
 
 

許可病床数：一般 824 床、感染症 3 床、計 827 床 
 

手術室：17 室 
 

診療科目：内科、呼吸器内科、感染症内科、循環器内科、消化

器内科、血液内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、脳神経内

科、漢方内科、新生児内科、ペインクリニック内科、外科、呼吸

器外科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺・内分泌外科、小児

外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、精神科、小児科、皮

膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーシ

ョン科、放射線科、救急科、麻酔科、歯科、病理診断科 
 

所在地：松山市春日町 83 番地 
 

敷地面積：33,678.55m2 

 
建物延面積(診療棟)：66,807.15m2 

 
建物 構造 

診療棟 鉄筋コンクリート造 免震構造 
地下 2 階、地上 12 階、搭屋 2 階 

管理棟 鉄骨鉄筋コンクリート造 
地下 1 階、地上 8 階 

PET センター棟・ 
職員宿舎 

鉄筋コンクリート造 
地下 1 階、地上 8 階 

医師公舎 鉄筋コンクリート造 地上 7 階 
立体駐車場(1) 鉄骨造 

地上 6 階 
立体駐車場(2) 鉄骨造 

地上 4 階 
救急車庫他附属等 S 造・CB 造 他 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2026 年 3 月 1 日現在) 

■ 施設基準等届出事項 

＜基本診療料＞ 
 医療 DX 推進体制整備加算 
 一般病棟入院基本料(急性期一般入院料 1) 
 急性期充実体制加算 1 
 救急医療管理加算 
 超急性期脳卒中加算 
 診療録管理体制加算 3 
 医師事務作業補助体制加算 1(15 対 1 補助体制加算) 
 急性期看護補助体制加算(25 対 1 看護補助者 5 割以上) 
 夜間 100 対 1 急性期看護補助体制加算 
 看護補助体制充実加算 2 
 看護職員夜間配置加算(看護職員夜間 12 対 1 配置加算 2) 
 療養環境加算 
 重症者等療養環境特別加算 
 無菌治療室管理加算 1 
 無菌治療室管理加算 2 
 放射線治療病室管理加算(治療用放射性同位元素による場合) 
 緩和ケア診療加算 
 栄養サポートチーム加算 
 医療安全対策加算 1 
 医療安全対策地域連携加算 1 
 感染対策向上加算 1 
 指導強化加算 
 抗菌薬適正使用体制加算 
 患者サポート体制充実加算 
 重症患者初期支援充実加算 
 ハイリスク妊娠管理加算 
 ハイリスク分娩管理加算 
 後発医薬品使用体制加算 1 
 バイオ後続品使用体制加算 
 データ提出加算 
 入退院支援加算 1 
 入院時支援加算 
 総合機能評価加算 
 認知症ケア加算 1 
 せん妄ハイリスク患者ケア加算 
 精神疾患診療体制加算 
 排尿自立支援加算 
 地域医療体制確保加算 
 救命救急入院料 3 
 救急体制充実加算 2 
 高度医療体制加算 
 特定集中治療室管理料 2 
 早期離床・リハビリテーション加算 
 総合周産期特定集中治療室管理料 2(新生児集中治療室管理

料) 
 新生児治療回復室入院医療管理料 
 小児入院医療管理料 1 
 プレイルーム加算 
 養育支援体制加算 

 

＜特掲診療料＞ 
 心臓ペースメーカー指導管理料の注 5 に規定する遠隔モニタリ



 
 

ング加算 
 糖尿病合併症管理料 
 がん性疼痛緩和指導管理料 
 がん性疼痛緩和指導管理料の注 2 に規定する難治性がん性疼

痛緩和指導管理加算 
 がん患者指導管理料イ 
 がん患者指導管理料ロ 
 がん患者指導管理料ハ 
 がん患者指導管理料ニ 
 外来緩和ケア管理料 
 移植後患者指導管理料(臓器移植後) 
 移植後患者指導管理料(造血幹細胞移植後) 
 糖尿病透析予防指導管理料 
 小児運動器疾患指導管理料 
 乳腺炎重症化予防ケア・指導料 
 婦人科特定疾患治療管理料 
 腎代替療法指導管理料 
 二次性骨折予防継続管理料 1 
 二次性骨折予防継続管理料 3 
 下肢創傷処置管理料 
 慢性腎臓病透析予防指導管理料 
 外来放射線照射診療料 
 外来腫瘍化学療法診療料 1 
 連携充実加算 
 ニコチン依存症管理料 
 がん治療連携計画策定料 
 外来排尿自立指導料 
 肝炎インターフェロン治療計画料 
 薬剤管理指導料 
 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 
 医療機器安全管理料 1 
 医療機器安全管理料 2 
 在宅血液透析指導管理料 
 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注 2 に規定する遠隔モニ

タリング加算 
 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 
 持続血糖測定器加算(間歇注入シリンジポンプと連動する持続

血糖測定器を用いる場合)及び皮下連続式グルコース測定 
 遺伝学的検査の注 1 に規定する施設基準 
 骨髄微小残存病変量測定 
 BRCA1/2 遺伝子検査 
 がんゲノムプロファイリング検査 
 先天性代謝異常症検査 
 抗 HLA 抗体(スクリーニング検査)及び抗 HLA 抗体(抗体特異

性同定検査) 
 HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出(簡易ジェノタイプ判定) 
 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出(SARS-CoV-2 核酸検出を

含まないもの) 
 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出(髄液) 
 検体検査管理加算(Ⅰ) 
 検体検査管理加算(Ⅳ) 
 国際標準検査管理加算 
 遺伝カウンセリング加算 
 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 
 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 
 胎児心エコー法 
 ヘッドアップティルト試験 
 神経学的検査 
 全視野精密網膜電図 
 ロービジョン検査判断料 

 コンタクトレンズ検査料 1 
 小児食物アレルギー負荷検査 
 内服・点滴誘発試験 
 経頸静脈的肝生検 
 画像診断管理加算 3 
 ポジトロン断層撮影(アミロイド PET イメージング剤を用いた場合

を除く。) 
 ポジトロン断層撮影(アミロイド PET イメージング剤を用いた場合

に限る。) 
 ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影(アミロイド PET イメ

ージング剤を用いた場合を除く。) 
 ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影(アミロイド PET イメ

ージング剤を用いた場合に限る。) 
 CT 撮影及び MRI 撮影 
 冠動脈 CT 撮影加算 
 血流予備量比コンピュータ断層撮影 
 外傷全身 CT 加算 
 心臓 MRI 撮影加算 
 乳房 MRI 撮影加算 
 小児鎮静下 MRI 撮影加算 
 頭部 MRI 撮影加算 
 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 
 外来化学療法加算 1 
 無菌製剤処理料 
 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)、【注 3】初期加算、【注 4】

急性期リハビリテーション加算 
 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)、【注 3】初期加算、【注 4】

急性期リハビリテーション加算 
※廃用症候群リハビリテーション料(Ⅰ)も同様 

 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)、【注 3】初期加算、【注 4】急性期リ

ハビリテーション加算 
 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)、【注 3】初期加算、【注 4】急性期リ

ハビリテーション加算 
 摂食機能療法の注 3 に規定する摂食嚥下機能回復体制加算 2 
 がん患者リハビリテーション料 
 リンパ浮腫複合的治療料 
 エタノールの局所注入(甲状腺) 
 人工腎臓 
 導入期加算 3 及び腎代替療法実績加算 
 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 
 難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿病

性腎症に対する LDL アフェレシス療法 
 移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 
 ストーマ合併症加算 
 皮膚移植術(死体) 
 自家脂肪注入 
 後縦靱帯骨化症手術(前方進入によるもの) 
 椎間板内酵素注入療法 
 緊急穿頭血腫除去術 
 内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 
 脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 
 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
 癒着性脊髄くも膜炎手術(脊髄くも膜剥離操作を行うもの) 
 角結膜悪性腫瘍切除手術 
 羊膜移植術 
 緑内障手術(緑内障治療用インプラント挿入術(プレートのあるも

の)) 
 緑内障手術(流出路再建術(眼内法)及び水晶体再建術併用眼

内ドレーン挿入術) 
 緑内障手術(濾過胞再建術(needle 法)) 



 
 

 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 
 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術)及び経鼻内視

鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術(頭蓋底廓清、再建を伴うもの) 
 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術(軟口蓋悪性腫瘍手術を含む) 
 内喉頭筋内注入術(ボツリヌス毒素によるもの) 
 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 
 上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)、下顎骨形成術(骨移

動を伴う場合に限る。) 
 乳癌センチネルリンパ節生検加算 2 
 センチネルリンパ節生検(単独) 
 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 
 胸腔鏡下肺切除術(区域切除及び肺葉切除術又は 1 肺葉を超

えるものに限る。)(内視鏡手術用支援機器を用いる場合) 
 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術(区域切除で内視鏡支援機器を用い

る場合) 
 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術(肺葉切除又は 1 肺葉を超えるもので

内視鏡手術用支援機器を用いる場合) 
 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術(気管支形成を伴う肺切除) 
 肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
 食道縫合術(穿孔、損傷)(内視鏡によるもの)、内視鏡下胃、十二

指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、小腸瘻

閉鎖術(内視鏡によるもの)、結腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、
腎(腎盂)腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、尿管腸瘻閉鎖術(内視

鏡によるもの)、膀胱腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、膣腸瘻閉

鎖術(内視鏡によるもの) 
 経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの) 
 胸腔鏡下弁形成術 
 胸腔鏡下弁置換術 
 経カテーテル弁置換術(経心尖大動脈弁置換術及び経皮的大

動脈弁置換術) 
 経皮的僧帽弁クリップ術 
 不整脈手術 左心耳閉鎖術(経カテーテル的手術によるもの) 
 経皮的中隔心筋焼灼術 
 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 
 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術(リードレスペ

ースメーカー) 
 両心室ペースメーカー移植術(心筋電極の場合)及び両心室ペ

ースメーカー交換術(心筋電極の場合) 
 両心室ペースメーカー移植術(経静脈電極の場合)及び両心室

ペースメーカー交換術(経静脈電極の場合) 
 植込型除細動器移植術(心筋リードを用いるもの)及び植込型除

細動器交換術(心筋リードを用いるもの) 
 植込型除細動器移植術(経静脈リードを用いるもの又は皮下植

込型リードを用いるもの)、植込型除細動器交換術(その他のも

の)及び経静脈電極抜去術 
 両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(心筋電極の

場合)及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術(心
筋電極の場合) 

 両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(経静脈電極

の場合)及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

(経静脈電極の場合) 
 大動脈バルーンパンピング法(IABP 法) 
 経皮的循環補助法(ポンプカテーテルを用いたもの) 
 経皮的下肢動脈形成術 
 腹腔鏡下リンパ節群郭清術(後腹膜) 
 腹腔鏡下リンパ節群郭清術(側方) 
 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後

腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、

腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎

摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘

出術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎

(尿管)悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔

鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 
 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
 腹腔鏡下十二指腸局所切除術(内視鏡処置を併施するもの) 
 腹腔鏡下胃切除術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合) 
 腹腔鏡下噴門側胃切除術(単純切除術(内視鏡手術用支援機

器を用いる場合))及び腹腔鏡下噴門側胃切除術(悪性腫瘍手術

(内視鏡手術用支援機器を用いるもの)) 
 腹腔鏡下胃全摘術(単純全摘術(内視鏡手術用支援機器を用い

る場合))及び腹腔鏡下胃全摘術(悪性腫瘍手術(内視鏡手術用

支援機器を用いるもの)) 
 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 
 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術(胆嚢床切除を伴うもの) 
 胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以上)を

伴うものに限る。) 
 腹腔鏡下肝切除術 
 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を用い

る場合) 
 腹腔鏡下膵中央切除術 
 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を用いる

場合) 
 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 
 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を用い

る場合) 
 腹腔鏡下直腸切除・切断術(内視鏡手術用支援機器を用いる場

合) 
 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 
 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いるも

の)及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を

用いるもの) 
 腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 
 腹腔鏡下腎盂形成手術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合) 
 同種死体腎移植術 
 生体腎移植術 
 膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術(経尿道) 
 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる

場合) 
 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 
 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 
 尿道狭窄グラフト再建術 
 人工尿道括約筋植込・置換術 
 膀胱頸部形成術(膀胱頸部吊上術以外)、埋没陰茎手術及び陰

嚢水腫手術(鼠径部切開によるもの) 
 精巣温存手術 
 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 
 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用い

るもの) 
 腹腔鏡下仙骨膣固定術 
 腹腔鏡下仙骨膣固定術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合) 
 腹腔鏡下膣式子宮全摘術(内視鏡手術用支援機器を用いる場

合) 
 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 
 胎児胸腔・羊水腔シャント術 
 胎児輸血術及び臍帯穿刺 
 体外式膜型人工肺管理料 
 胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設

術を含む。)(医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 16 に掲



 
 

げる手術) 
 輸血管理料Ⅰ 
 輸血適正使用加算 
 コーディネート体制充実加算 
 同種クリオプレシピテート作製術 
 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 
 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
 レーザー機器加算 
 麻酔管理料(Ⅰ) 
 麻酔管理料(Ⅱ) 
 放射線治療専任加算 
 外来放射線治療加算 
 高エネルギー放射線治療 
 1 回線量増加加算 
 強度変調放射線治療(IMRT) 
 画像誘導放射線治療(IGRT) 
 体外照射呼吸性移動対策加算 
 定位放射線治療 
 定位放射線治療呼吸性移動対策加算 
 病理診断管理加算 2 
 悪性腫瘍病理組織標本加算 
 入院時食事療養/生活療養(Ⅰ) 
 看護職員処遇改善評価料 67 
 外来・在宅ベースアップ評価料(1) 
 入院ベースアップ評価料(99) 

 

＜歯科診療に係るもの＞ 
 初診料(歯科)の注 1 に掲げる基準 
 歯科外来診療医療安全対策加算 1 
 歯科外来診療感染対策加算 2 
 歯科診療特別対応連携加算 
 歯科治療時医療管理料 
 精密触覚機能検査 
 歯科口腔リハビリテーション料 2 
 口腔粘膜処置 
 歯科技工士連携加算 1 及び光学印象歯科技工士連携加算 
 CAD/CAM 冠及び CAD/CAM インレー 
 歯科技工加算 1 及び 2 
 レーザー機器加算 
 クラウン・ブリッジ維持管理料 
 歯科外来・在宅ベースアップ評価料(1) 

 

＜その他当院が基準を満たす施設基準＞ 
 臨床研修病院入院診療加算(基幹型) 
 妊産婦緊急搬送入院加算 
 超重症児(者)・準超重症児(者)入院診療加算 
 がん拠点病院加算(1 のイ) 
 心臓ペースメーカー指導管理料(植込型除細動器移行期加算) 
 高度難聴指導管理料 
 小児悪性腫瘍患者指導管理料の注 5 
 アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料 
 乳幼児育児栄養指導料の注 2 
 がん治療連携管理料 
 外来がん患者在宅連携指導料 
 造血器腫瘍遺伝子検査 
 植込型心電図検査 
 大腸 CT 撮影加算 
 一酸化窒素吸入療法(新生児の低酸素呼吸不全に対して実施

するものに限る。) 
 経皮的冠動脈形成術 

 経皮的冠動脈ステント留置術 
 植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術 
 経皮的大動脈遮断術 
 

■ 施設認定・指定等 
 高度救命救急センター 
 総合周産期母子医療センター 
 地域がん診療連携拠点病院 
 地域医療支援病院 
 愛媛大学医学部関連教育病院 
 厚生労働省臨床研修指定病院 
 基幹災害拠点病院 
 へき地医療拠点病院 
 保険医療機関(健康保険法、国民健康保険法) 
 労災保険指定医療機関 
 生活保護法指定医療機関 
 原子爆弾被爆者一般疾患医療機関 
 指定自立支援医療機関(育成医療・更生医療・精神通院医療) 
 母子保健法指定養育医療機関 
 母体保護法指定医療機関 
 助産施設 
 結核指定医療機関 
 第二種感染症指定医療機関 
 エイズ治療拠点病院 
 難病医療協力病院 
 ガス障害者指定医療機関 
 公害医療機関 
 臓器提供施設 
 非血縁者間末梢血幹細胞採取・移植認定施設 
 非血縁者間骨髄採取・移植認定施設 
 肝疾患専門医療機関 
 救急告示病院 
 不在者投票指定医療機関 
 DPC 対象病院 
 造血幹細胞移植推進拠点病院 
 原子力災害拠点病院 
 愛媛県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関 
 がんゲノム医療連携病院 

 

■ 学会施設認定・施設認定等 
 日本専門医機構救急科専門研修プログラム基幹施設 
 日本航空医療学会認定指定施設 
 日本専門医機構認定集中治療科専門医研修施設 
 日本麻酔科学会認定病院 
 日本心臓血管麻酔学会心臓血管麻酔専門医認定施設 
 日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 
 日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設 
 日本産科婦人科内視鏡学会ロボット手術認定研修施設 
 日本周産期・新生児医学会周産期専門医制度基幹研修施設

(母体・胎児) 
 日本周産期・新生児医学会周産期専門医制度基幹研修施設

(新生児) 
 日本女性医学学会専門医制度認定研修施設 
 日本小児科学会専門医研修支援施設 
 日本小児循環器学会小児循環器専門医修練施設 
 日本アレルギー学会アレルギー専門研修基幹施設 
 日本小児血液・がん学会専門医研修施設 
 日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設(関連施設) 
 日本小児外科学会教育関連施設 A 
 日本腎臓学会研修施設 



 
 

 日本透析医学会専門医制度認定施設 
 日本泌尿器科学会専門医拠点教育施設 
 日本糖尿病学会認定教育施設Ⅰ 
 日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設 
 日本老年医学会老年科専門研修施設 
 日本甲状腺学会認定専門医施設 
 日本消化器病学会専門医制度認定施設 
 日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設 
 日本消化管学会胃腸科指導施設 
 日本超音波医学会認定超音波専門医研修(基幹施設) 
 日本肝臓学会認定施設 
 日本消化器外科学会専門医制度指定修練施設 
 日本外科学会外科専門医制度指定修練施設 
 日本肝胆膵外科学会高度技能専門医修練施設 A 
 日本胆道学会認定指導医制度指導施設 
 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会ストーマ認定施設 
 日本膵臓学会認定指導医制度指導施設 
 日本大腸肛門病学会認定施設 
 日本外科感染症学会外科周術期感染管理教育施設 
 日本胃癌学会認定施設 A 
 日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医制度認定施設 
 日本呼吸器学会認定施設 
 日本感染症学会認定研修施設 
 呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器外科専門研修連携施設 
 日本血液学会専門研修認定施設 血液内科・小児科 
 日本輸血・細胞治療学会認定医制度指定施設 
 日本臨床腫瘍学会認定研修施設(連携施設) 
 日本がん治療認定医機構認定研修施設 
 日本乳癌学会認定施設 
 日本内分泌外科学会専門医制度認定施設 
 日本核医学会専門医教育病院 
 日本医学放射線学会放射線科専門医総合修練機関 
 日本医学放射線学会画像診断管理認証施設 
 日本 IVR 学会 IVR 専門医修練認定施設 
 日本放射線腫瘍学会認定施設 
 日本乳がん検診精度管理中央機構マンモグラフィ検診施設・画

像認定施設 
 日本神経学会専門医制度教育施設 
 日本脳卒中学会研修教育施設 
 日本脳卒中学会認定一次脳卒中センター(PSC) 
 日本脳卒中学会認定一次脳卒中センター(PSC)コア 
 日本脳神経外科学会専門研修プログラム連携施設 
 日本脳神経血管内治療学会認定研修施設 
 日本脳神経外傷学会認定研修施設 
 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設 
 日本心血管インターベンション治療学会研修施設 
 日本不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設 
 日本心エコー図学会心エコー図専門医研修施設 
 日本経カテーテル心臓弁治療学会認定 TAVR 指導施設 
 経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設(MitraClip) 
 経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設 (PASCAL 

Precision システム) 
 左心耳閉鎖システム実施施設(Watchman) 
 経皮的卵円孔開存閉鎖術実施施設 
 IMPELLA 補助循環用ポンプカテーテル実施施設 
 ロータブレーター実施認定施設 
 ダイヤモンドバック実施認定施設 
 血管内リソトリプシー実施認定施設 
 エキシマレーザー冠動脈形成術実施認定施設 
 両心室ペースメーカー移植術実施認定施設 

 植込型除細動器移植術実施認定施設 
 経静脈電極抜去術実施認定施設 
 日本動脈硬化学会認定家族性高コレステロール血症紹介可能

施設 
 ジェットストリームアテレクトミーシステム実施認定施設 
 トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対する疾患修飾薬導

入認定施設 
 経皮的心房中隔欠損(ASD)閉鎖術認定施設 
 3 学会構成心臓血管外科専門医認定機構認定修練施設(基幹

施設) 
 日本ステントグラフト実施基準管理委員会ステントグラフト実施施

設(胸部大動脈瘤) 
 日本ステントグラフト実施基準管理委員会ステントグラフト実施施

設(腹部大動脈瘤) 
 日本整形外科学会整形外科専門医研修施設 
 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会耳鼻咽喉科専門医研修施設 
 日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医制度指定研修施設 
 日本眼科学会専門医研修施設 
 日本角膜学会羊膜移植実施施設 
 日本形成外科学会専門医制度基幹施設 
 日本手外科学会認定研修施設(基幹施設) 
 日本熱傷学会熱傷専門医認定研修施設 
 日本皮膚科学会認定研修施設 
 日本内科学会認定医制度教育病院 
 日本病院総合診療医学会認定施設 
 日本プライマリ・ケア連合学会 新・家庭医療専門研修プログラム

認定施設 
 日本専門医機構総合診療専門研修プログラム基幹施設 
 日本東洋医学会指定研修施設(教育関連施設) 
 日本病理学会病理専門医研修認定施設 
 日本臨床細胞学会認定施設 
 日本臨床細胞学会教育研修施設 
 日本輸血・細胞治療学会認定輸血検査技師制度指定施設 
 認定臨床微生物検査技師研修施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

■ 職種別職員数(2026 年 3 月時点)
 正規 フルタイム パート 

正規医師・自治医後期研修 203   
研修医(自治医除く)  24  
専攻医・非常勤  30 2 
歯科医師 3 1  
薬剤師 40 4 2 
薬局補助  5 1 
診療放射線技師 35 2 2 
放射線技師助手  13 1 
臨床検査技師 40 11 9 
検査助手  5 2 
管理栄養士 6 7  
歯科技工士  1  
歯科衛生士 1 3  
理学療法士 15 7  
あんま・はり・きゅう師 1 5  
作業療法士 5 1  
リハ部補助  3 2 
鍼灸事務補助・鍼灸補助  2  
言語聴覚士 4 2  
視能訓練士 5  1 
臨床工学技士 22 5 1 
臨床工学補助  1  
保育士(5 階小児病棟)  8 1 
介護福祉士  1  
公認心理師・臨床心理士 2 4 1 
看護師 802 26 38 
准看護師  1  
病棟看護アシスタント  29 7 
外来看護助手  9 1 
病棟クラーク  12 1 
看護部事務補助  8  
外来診察補助(CA)  10  
MSW 4 6  
事務職員(栄養部事務補助・連携室事務補助含む) 30 34 3 
医療秘書  68  
渉外担当官   2 
自治医科大研修医 5   
診療委託等   77 

小計 1,223 348 154 

合計 1,725 

■ PFI 事業関係企業職員数(2026 年 3 月時点) 
委託業務 職員数 委託業務 職員数 

統括マネジメント業務 13 清掃業務 62 
経営支援業務 13 施設メンテナンス業務 12 
調達業務 6 警備業務 11 
給食業務 54 駐車場管理業務 6 
医療機器管理・保守点検業務 5 レストラン 8 
物品管理業務 40 コンビニエンスストア 25 
滅菌業務 42 喫茶 6 
洗濯業務 13 理美容 2 
医療事務業務 127   

合計 445  



 
 

組織 
■ 組織図(院内標榜 2025 年 4 月 1 日現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 看護部組織図 



 
 

■ 看護部組織図 



 
 

委員会 
 

 
・ 戦略会議 
・ 管理会議 
・ 運営会議 
・ 救命救急センター運営委員会 
・ 総合周産期母子医療センター運営委員会 
・ 放射線部運営委員会 
・ 検査部運営委員会 

－ エコー室運営委員会 
・ リハビリテーション部運営委員会 
・ 手術センター運営委員会 
・ ICU 運営委員会 
・ 消化器病センター運営委員会 

－ IBD センター運営部会 
－ ストーマリハビリテーションチーム 

・ 内視鏡室運営委員会 
・ 腎糖尿病センター運営委員会 

－ 排尿ケアチーム 
・ 透析機器安全管理委員会 
・ がん治療センター運営委員会 

－ 化学療法チーム 
－ 緩和ケアチーム 
－ 造血幹細胞移植拠点病院運営部会 
－ レジメン審査委員会 
－ がんゲノムチーム 
－ AYA 世代支援チーム 

・ 臨床工学部運営委員会 
・ 総合診療センター運営委員会 
・ 循環器病センター運営委員会 

－ ハートチーム 
・ 脳卒中センター運営委員会 

－ ブレインハートチーム 
・ 小児医療センター運営委員会 
・ 画像センター運営委員会 

－ PET センター運営委員会 
・ 地域医療連携室運営委員会 

－ 地域医療推進委員会 
・ 患者支援室運営委員会 
・ 入院サポートセンター運営委員会 
・ 固定資産整備委員会 
・ 物品管理委員会 
・ 保険診療委員会 

－ DPC コーディング専門部会 
・ 薬剤対策委員会 
・ 病床管理委員会 
・ 医療安全管理対策委員会 

－ 医療ガス管理委員会 
－ 肺塞栓対策チーム 
－ 身体拘束最小化チーム 
－ 医療安全推進チーム 

・ 脳死判定委員会 
・ 創傷ケア委員会 
・ 医療事故紛争対策専門部会 
 
 

(2025 年 6 月 1 日現在) 
・ 院内感染対策委員会 

－ 院内感染対策チーム(ICT) 
－ 抗菌薬適正使用支援チーム(AST) 

・ 臓器移植に関する専門部会 
・ 臨床倫理問題検討部会 
・ 倫理委員会 
・ 臨床研究審査委員会 
・ 治験審査委員会 
・ 災害対策委員会 
・ 研修委員会 

－ 臨床研修部会 
－ 専門研修部会 
－ 職員研修部会 
－ 図書・学術部会 
－ シミュレーションルーム運営部会 

・ 臨床研修管理委員会 
・ 専門研修プログラム連絡協議会 

－ 内科専門研修プログラム管理委員会 
－ 外科専門研修プログラム管理委員会 
－ 救急科専門研修プログラム管理委員会 
－ 麻酔科専門研修プログラム管理委員会 
－ 産婦人科専門研修プログラム管理委員会 
－ 形成外科専門研修プログラム管理委員会 
－ 整形外科専門研修プログラム管理委員会 
－ 総合診療専門研修プログラム管理委員会 

・ 病院サービス委員会 
－ 禁煙推進部会 
－ ボランティア部会 

・ クリニカルパス委員会 
・ 輸血療法委員会 
・ 診療情報保護委員会 
・ 給食栄養委員会 

－ 栄養サポートチーム 
・ 虐待防止委員会 
・ 部局責任者合同会議 
・ 働き方改革推進室 
・ 当直管理委員会 
・ 衛生委員会 
・ 医療の質向上委員会(TQM 委員会) 
・ 広報委員会 
・ システム運用委員会 
・ 医療被ばく安全管理委員会 
・ 認知症ケアチーム 
・ RRS 委員会 
・ 摂食嚥下支援チーム 
・ PFM 導入準備委員会 



 
 

経営概況(参考：～2024 年度) 
   

〇県立中央病院収支(税込)推移 
(単位：千円、%) 

区  分 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

収
 

 
入

 

医
業
収
益

 

入院収益 17,408,629 17,044,309 18,234,536 18,625,908 19,441,222 

外来収益 7,582,965 8,000,317 8,339,682 8,224,575 8,169,315 

その他医業収益 558,732 559,109 559,779 556,427 530,410 

計(a) 25,550,326 25,603,735 27,133,997 27,406,910 28,140,947 

医業外収益 5,450,649 6,933,107 7,425,102 4,300,796 4,405,090 

経 常 収 益(A) 31,000,975 32,536,842 34,559,099 31,707,706 32,546,037 

支
 

 
出

 

医
 
業

 
費

 
用

 

給
与
費

 

給 料 5,335,501 5,478,314 5,495,190 5,531,120 5,818,970 

手 当 4,671,906 4,687,036 4,768,726 4,945,441 5,207,988 

その他 3,637,163 3,603,894 3,592,829 3,759,726 3,792,057 

計 13,644,570 13,769,244 13,856,745 14,236,287 14,819,015 

材
料
費

 

薬 品 費 5,603,076 5,728,577 6,170,497 6,204,512 6,516,775 

診療材料費 3,815,735 3,809,929 4,194,758 4,563,085 4,740,871 

計 9,418,811 9,538,506 10,365,255 10,767,597 11,257,646 

経 費 4,467,437 4,404,362 4,842,015 4,896,603 5,058,412 

その他 2,424,177 2,266,966 2,299,843 2,361,626 2,449,832 

計(b) 29,954,995 29,979,078 31,363,857 32,262,113 33,584,905 

医業外費用 541,863 501,983 506,804 496,364 537,864 

その他費用 80,440 111,139 135,929 164,352 222,360 

経 常 費 用(B) 30,577,298 30,592,200 32,006,587 32,922,829 34,345,129 

経 常 損 益( A - B ) 423,678 1,944,642 2,552,512 △1,215,123 △1,799,091 

経常収支比率( A / B ×100 ) 101.4% 106.4% 108.0% 96.3% 94.8% 

医業収支比率( a / b ×100 ) 85.3% 85.4% 86.5% 85.0% 83.8% 
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